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第 25 回ＪＩＡ東海支部設計競技 

 
 日本建築家協会東海支部の主催する「建築設計競技」は、今年で 25 回を数えます。 
この 24 年間に生まれた多数の受賞者が今、建築家として活躍する状況を迎えています。   
 最初の 10 年間は、「住まいのソーシャルプランニングを探る」というテーマのもとに、住宅の抱える社会

的な問題にどう応えるかという提案を求めました。続く 5 年間は、「素材」をテーマとし、その新たな使い方

に着目しつつ、街の有り方をより豊かにする手立ての提案を求めました。さらに次の 5 年間は、「場（あるい

は場所性）」にスポットをあて、地域の固有性に着目して、その場所の活性化のシナリオを追求しました。 
テーマの底に流れる思想は、街、あるいは住まいの空間のより豊かな有り方を求めるものでした。この間、

様々な状況の変化（地球資源の有限性の顕在化や、情報伝達手段の革命的な発達等）がもたらされ、建築や

建築を考える価値観に大きな変化が生じました。「豊かさ」の基準も変わりつつあると感じられます。 
21 回からは、そんな変化の只中にある「住まい」に着目し、「和の遺伝子を探る」というテーマのもとに

真の豊かさのあり方を追求したいと考えています。我々が置き去りにしてきたものを今一度掘り起こして、

明日の豊かさにつなげたいと考えます。 

 

 

◎シリーズテーマ 『和の遺伝子を探る』 

  
住まいを取り巻く環境は大きく変化しつつあります。ここ数年の社会状勢の変化は、都市化や過疎化とい

った人口バランスの変動を伴い、地域社会を喪失させ、住宅立地の環境にも様々な変化をもたらしました。

少子高齢化の時代が到来し、地球資源の有限性が問題とされ、省エネルギー、サスティナビリティーが求め

られるようになりました。IT 革命と呼ばれる情報伝達手段の発展は、生活のあり方をも変え、個人と個人の

関係や個の位置づけにも変化が生じています。そんな中、通奏低音として流れる住まいへの要求は、「利便性

や快適性」の追求でした。その矛先は、より解りやすいフィールド、例えば定量化しやすい温熱環境や音の

問題、あるいは手間を省くための利便的な仕掛に強く向けられて来ました。 
確かに、今日に至る進歩はそのような｢利便性や快適性｣への指向なしにはあり得ませんでした。しかし、

我々はその過程で、かつて持っていた大切なものを見失い、あるいは手放してきたことも事実です。社会制

度や風俗のみならず、建築や住まい等の文化的な側面にもそれは起こりました。様々な技術や工法、素材や

設備手段の獲得は、膨大な選択肢をもたらし、我々にその選択の哲学を求めています。 
 高温多湿な特有の風土を持ち、固有の生活文化を営んで来た我々日本人は、建築の分野においても独自の

文化を育んで来ました。気候風土や周辺環境に対処するための空間的な制御の方法、素材の使い方、あるい

は生活の作法等（これらを「和の遺伝子」と呼ぶことにします）を我々は手にしていました。「真の豊かさと

は何か」を今問い直す時、この「和の遺伝子」を呼び起こし、現代の「住まい」の場に結び付けられないも

のか。                    
 和の空間が持っていた優れた思想を、様々な問題を抱える現代の「住まい」に再構築する提案を求めます。 

 

 
 
 
 

 



  

 
 
 

第２５回 課題 

『奥』 

 
 
 
 

「奥」の字源は篆文
てんぶん

での『  』で、白川静氏は「・・・奥とは肉を供えて祭る場所、室の西南隅がそ

の場所とされた。ゆえに奥に奥所，深奥のところの意がある。・・・」と字統で解説しています。 
又、日本語の中に「奥」から派生した，奥許し，奥深い，奥床し，奥ゆかしいなどの言葉があるように、

「奥」には‘場’の概念ばかりでなく、深淵な意味も含まれています。 
 
 
 桂離宮に代表される和風建築では、‘しきり’によってつくられた‘間’がそれぞれ固有のポテンシャルを

帯び、空間的な階層性が構成されています。そして、より高位に位置している‘場’が「奥」で、その階層

の高位性によって、場の持つ歴史性や精神的な深淵さを人に喚起させています。 
 例えば、和の遺伝子のひとつである‘折れる、違える’といった日本の伝統的な動線は、西洋のパースペ

クティヴの消点に向う直線的な動線とは異なり、都市や建築において複雑に変化する空間を内外につくり出

し、形態に期待感や神秘性を宿させて、‘場’としての「奥」が生じています。又、床框や床柱など‘しきり’

によって高位化が図られた床の間などは、場に飾られ、祈られる対象自体を主体化させています。 
 
 
現代の多くの住まいは、均質で明解な空間構成がなされていますが、‘場’の持つ固有の潜在力とその階層

性を喪失しています。 
 

今日のあるべき社会像と都市や建築の姿を今一度見つめ直し、「奥」の概念が活かされた住空間の提案を求

めます。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  

 
【募集要項】 

１．表現方法 
①要求図面 
・図面の大きさは A1 判（594mm×840mm）とする。 

着色など、図面表現上の制約はない。各自の提案内容に沿って自由に提案すること。 
パネルなど巻けないものは不可とする。 

・また、図面以外の電子データ、模型などは受付ない。 
②図面は縦使い、または横使いとし、1 枚にまとめること。 
③使用する言語は日本語か英語とする。 
④図面には、氏名や暗号等目印となるものは記入しないこと。 
 
２．応募資格 
＜学生の部＞ 
大学、短大、高専、専修、専門学校、高校等の学生。 
＜一般の部＞ 
応募資格についての制限はない。但し、大学院生の応募は＜一般の部＞として取り扱う。 
３．応募方法 
専用の申込用紙に必要事項を記入の上、図面とともに設計競技事務局に提出。 
図面は、折ったり丸めたりしないこと。 
申込用紙は図面に貼り付けない。 
（申込用紙は JIA 東海支部ホームページよりダウンロードできます） 
 
４．応募締切 
10 月 20 日（月）17：00 必着。（郵送などの場合も同じとする） 
 
５．提出先： 
－設計競技事務局－ 
〒460-0008 名古屋市中区栄四丁目３の２６ 昭和ビル 5 階 （社）日本建築家協会東海支部内 
TEL：052-263-4636  FAX：052-251-8495  URL http://www.jia-tokai.org/ 
主催：社団法人日本建築家協会東海支部 
 
６．審査委員（順不同・敬称略） 

●堀部安嗣   堀部安嗣建築設計事務所／京都造形芸術大学大学院 教授  

○竹山明英   竹山明英建築研究所 

奥野美樹   奥野建築事務所 

車戸慎夫   車戸建築事務所 

小松 尚   名古屋大学 准教授 

鈴木祥司   アトリエ祥建築設計 

中井孝幸   愛知工業大学 准教授 

平野恵津泰  ワーク。キューブ 

  

 （●印：ゲスト審査委員 ○：審査委員長 ） 

 
７．表彰及び発表 
①表彰 
＜学生の部＞ 金賞 1 点 賞状、記念品、賞金（20 万円） 
       銀賞 2 点 賞状、記念品、賞金（10 万円） 
       銅賞 5 点 賞状、記念品 
＜一般の部＞ 金賞 1 点 賞状、記念品、賞金（20 万円） 
       銀賞 2 点 賞状、記念品、賞金（10 万円） 
       銅賞 5 点 賞状、記念品 
上記の他、両部門とも場合により特別賞を設けることがある。 



  

 
②発表 
入賞者には、10 月下旬に郵送で各自に通知する。 
入賞の発表は、主催団体のホームページ及び会誌、新建築、朝日新聞、日経アーキテクチャー、 
建築ジャーナル、等で発表予定。 
 
７．著作権 
表彰作品の著作権は入賞者に属する。但し、主催団体がこの事業の趣旨にもとづいて、入賞作品を 
会誌・ホームページに掲載、図書出版または展示のために用いる場合、入賞者はこの使用を無償で 
認めるものとする。 
 
８．その他 
①質疑応答は行わない。 
②入賞作品及び最終選考に残った作品以外の作品で返却希望者には、審査結果発表後 2 週間以内で 
あれば返却する。但し郵送はしない。 
 
●過去入賞作品の公開 
 JIA 東海ホームページ上で 第 21 回～第 24 回までの入賞作品を公開しています。 

URL http://www.jia-tokai.org/ 
 
●「表彰式・作品展示・講評会・記念講演会」のご案内 

日時：2006 年 12 月 13 日（土） 14：00～ （予定） 
  作品展示      14：00～ 
  表彰式・作品講評会 15：00～ 
  記念講演会     16：30～ 

場所：朝日ホール（朝日会館 15 階） 
  名古屋市中区栄一丁目 3 番 3 号 
  地下鉄 東山線 伏見駅より徒歩 5 分 

定員：300 名（先着順）  

講師：堀部安嗣（建築家） 

＜プロフィール＞ 
1967 横浜市に生まれ 
1990 筑波大学芸術専門学群環境デザインコースを卒業 
1991 益子アトリエにて益子義弘に師事 
1994 堀部安嗣建築設計事務所 設立 
2007～  京都造形芸術大学大学院教授 現在に至る 
 

   主な作品に 
1995   南の家 
1998   伊豆高原の家 
2002   軽井沢の家 
2003   玉川田園調布共同住宅などがある。 

著書に 
2007   堀部安嗣の建築 form and imagination がある。 

                                                              

                                                               

記念講演会問い合わせ先： 
問合せ先：設計競技事務局 
－設計競技事務局－ 
〒460-0008 名古屋市中区栄四丁目３の２６ 昭和ビル 5 階 （社）日本建築家協会東海支部内 
TEL：052-263-4636 FAX：052-251-8495 URL http://www.jia-tokai.org/ 
主催：社団法人日本建築家協会東海支部 


